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,

:

右
め
寡
印
番
は
.
.
.ー
七
九
‘六
年
.四
，乃
半
^

巴
瓜
に
於
.い
て
.公
表
‘せ
$

れ
、
墻
璧
fc

張
附
げ
ら
れ
、
國
民
R

if
r

知

さ

れ

，
 

:だ
0-

ぐ 

_ 

.

.

. 

、
-- 

. 

. 

. _

ぃ
五
M

.四
):
!

、
豫
..
て
瞥
戒
中
の
M

裁
政
府
R

»
し

.、

同
志
の
一
人

g
o
r
g
e
s

 

G
r
i
s
e
l

が
.陰
課
^

.

«
密
を
寶
，つ
.た
。
彼 

饴
ニ
十
.
1
.
1
.
卷

(

.七

.九
七)

『

バ

ガ

エ

フ

雰

靈

ガ
/C

バ

ボ

エ

フ

及

が

バ

ボ

エ

フ

羞

驀

遂

第

“•ハ
戦

 

八
一



第
二
十
二
卷.

(

七
九
.八0

『

ベ

ギ
：-!
.

フ

說

分

歷

並

，び
に
バ
*ホK

 

?
及
び
、バ
.デ：
.

H
.

フ-
主
義
.文
视
小
錄

m

A

は
大
金
を
，#

て

議

の

f[
:

锵

を

池

，し、
，
.3t
t

.

$

M

t

系

：渡

：
し.
化
。
、
五
：月

十

日

鐾

政

W

の

取

隊
.は
.陰

謀

者

の

秘

•密

畲
 

%

を

襲

ひ

一

綱
^

盡
(C

六

十

五

人

の

首

魁

を

補

縛

し
.、
TI
V

要
#

類

を

押

收

し

て
or
l

揚
，げ

た
。S

V

ボ
：
エ
.
フ
は
.
ズ
，ォ
ナ
ロ
：ッ -： :

チ
を
f

,
一
 

裁
'縫

人

の

索

で

拙

縳
.せ
.ら
：れ

、
£

寺

院

拓

收

容

せ

ら

れ

た

が

、
S

一
 

十

七
m
 .

V
e
l
l
d
6
m
e
.
'
k
.

移
^

れ

、

腔

ち

化
#

等

法

院
.
の
.粮

叫

に
.
附

せ

ら

れ

た

。

公

判

は

ー

七

九

七

年

ニ
>]

ニ
.卜
.
；
^

^
 

初
I

、

五

乃

ニ

十

七

ロ

終

決

し

だ

。

•パ

ボ

エ

フ
及
び
.

.

1
ぼ

tt

死

刑

の
a

告

を

受

，け

^

i

p
 

f

:■
/' 

才
ナ
.

n
ッ-
チ

等

は

追

放

に

處

せ

ら

れ

だ

，
、パ

.
、ボ

ェ

フ

は

法

廷

で

此

判

-決

釔

聞

(-
;

取

汝

や

、.
.ダ
ダ

?•

4

擁

し
I

殺 

を
-晴

つ

た

が
*

さ

ず

、

翌

ニ

十

八
u

Br
®

0.

露

v
j

消
え
.た

ぶ

：

■ 

.,

•暴
力
に
.
依

て

>0

產

主

義

を

實
8,
!

せ
ん
.、、

」

す

る

最

初

の
V
•フ
n

.
レ
タ
，リ

ァ

述
!(
;

は
W

の

如

く

し

て

火
&

し

た

し

外

し
、]<
-
‘ 

久
k

’死

滅

し

た

の

で

ほ

無

ぃ

い

。
‘久

し

く

影

を

潜

め
.
た
，パ
ボ
，.
手
7;

主

義

は

「

八

三

〇
¥

,
代
.
の

半
^

ょ

ク

W

び

揺

®

し 

て

^

叫
0:
1

盛

を

極

め

た

共
.和

主

義

述

動
^

、典

產

主

義
.
_的
.要

素
?:
-

流
又
：す
.る

ど

共

纪

漸
;̂

此

；述
ff
l

R

代

つ

て

佛
1!
®
 

«|
:

會

運
f

指
^

し

た

。

常

時

巴
.世
を
，.屮

心

に

行

は

れ

：で
.獨

逸

籾

則
.社
#

運

動

が

深

：く
>

.
ボ

ユ

フ

主

義

の

影

轡

を

.受
 

け

た

事

は

書

ふ5:
.俟

た

な
.
い
.

,0

近

仳

初

沏

社

龠

主

義

及
.職

1%
:

運

励
11
1

上

^

バ

ボ

エ

フ

主

義

研

究

の

前

逝

な

る

所

以

は 

此
W

M

は
#

し

て

も
.®]
か

で

あ
X
- 

-

^
-
■̂
r
'ip

る
.

L
A
I
U
U
y
-
s
e

 

h
i
.
e

 

j
'
a
.
d
o
c
t
r
i
n
e

 

.cl,e”
s
.
a
b
e
l
l
f

 

:■>
.
は
，
.
.
.
J 

p

r

n>
'
cw?
.
. d'

u
n
:
.
.
p
r
o
j
'
e
t

 

de... c
a
d
a
s
t
r
e

 

D
e
r
o
e
t
-

 

u
d
7

;.L
e

 

T
r
i
b
u
n
.

 

d
e
.

 

I

l

c

r

.

v
共
.
5

 V

ェ

フ

の

社

会

垃
«

を

窺

ふ
^

褒

も

班

要

な

る

文

献

で

あ
.る
が
.、

宰 

R

7

P
 B

u
o
n
a
r
r
o
t
i

は

其

の

有

名

な

る

ス

ボ

工

フ

险

課

史

」

o

g

f

 

_
p
5-
-

コ

で

目

i

を

B
p
b

艮

B
r
u
x
o
-

 

u
,
e
s
,

1

5

&
の
，.附

錄

屮

に

收

め

て

後

世

汶

修

へ

て

ゐ

る
'
-
2

へ
1)

.ILOren.N von Stein 

は
一
七
六 
ニ
¥
>
v 記
し
た
リ
、^

_
^
6

A/、
G~schichteder 

so-dalen 

‘
w
e
w
e

cr
-
5f:
.
n
g 

ia 

IFrankreich, 

Iwd.

.

ド s. 

3
2
4
V

 

. 

.
::
:
. 

.

.

.

,
;

(

2
o

';
t>
\
i:c
r
e
r
t

」

-̂
o

.B
a
s
, 

.
B
a
b
e
l
u

ly.'. 

s
.
Kp-l
i-A
i
s
d
l
? 

J.deea... v
o
r

 

d
e
r
:
v
e
r
s
o
l
t
w
o
r
u
.
n
g
.

 d
e
r
.
G
i
e
i
c
h
.
e
n
i
'
D
c
k
u
m
e
n
.
t
e
.
.
d
e
s

 

s
o
z
i
a
i
i
s
n
r
a
s

. 

Fcu
.

,
• 

. 

J
v
.
ひ
-， 5

8
:
5
0
1
.

.

. 

.

.

.

.

.

5

〕
A
i
b
c
r
.
t

 

T'̂
m
a
s
, 

p
.
' 

p
. 

O
J S

.

 

500

r

4

0 T
h
o
m
a
s
'
p

 

p 

o
o 

w
d
. 

V
.

 

S
-
. 

4
.22
.. 

.

• 

. 

.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

• 

• 

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

, 

, 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.
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. T
h
o
m
a
s
,

 

p-a. 

O
J
w
d
. 

.4.. 

S
.
.5
0
4
-5
.

p.
.
. 

p
. 

o
.

*:
B
d
. 8. 

S
i

 

-42

W,.

,

'
-

(

.
G
-
.
v 

. 

r̂
e

o.r
g
e
s

 .
.
s
e
n
d
e
r

 
ド
 L

e
,

1
3ル1
>。1
1<.
-;
3:
6
'
.
.
3
.

で̂

屮wa
b
e
l
if
-

 d
. 

'
1
2
'

 

.

^
7

0
 
h

o
^
o

n
 

<
. 

.

.
w
a
- 

. 

■
■

(co〕
‘ 

Lores, 

vo.
n -stln”

 
の

普

作

に

は

一

七

九

六

咕

五

乃

-|
|
'
一
ハ

 

n ミ
あ
リ
、
恐
、ら
く

 
誤
謬
な
ら
ん
.
>

(

Q
g
2
0
5:
8-
.
o

der SONhien. beweguDg 

■
5
»-xranKreich.

'.,B<i 

I. .-S-.

-0
-n
s
o
:
'

 

^
 

.

.
 

：

■ 
i 

:(

9)

一
 
八

•九
 
o
?'
1-
新̂
版
の
總
妞は

-.Hist、oire de 

l
p

cousp.i ration £our l

a:g'-lue dire de Babeuf 

-w 
な
リ
，
做
、1切
版
に
於
い
て
.常
時 

の
生
存
济
を
嫩
て
牯
に
賊
名
を
;1
1

ひ
し
個
處
を
改
め
て
本
名
を
川
ひ
て
ゐ
る
外
-
初
阪
の
附
錄
を
悉
く
削
除
し
て
ゐ
る
。

‘0

0
バ
ブ
エ
フ
說
分
祈

；

V 
,:

-
第
 
i

 

.
 

/ 

.
 

ぃ
然
は
各
人
ド
總
ゆ
る
’
财
貨
を
享
得
す
ベ
，さ
平
等
の
權
利
を
附
與
し
た

哉
\W,

m

c

3

全
人
類
は
其
最
初
の
接
近
以
前
^

於
て
は
皆
一
様
に
、
自
然
が
彼
等
の
周
《
に
豐
か
に
舐
ん
で
與
れ
た
生
產

•第

二

十

二

卷

(

七
.九
九)

『

パ■
が
工
フ
•
說
分
析』

並
び
に
バ
ボ
^

フ
及
び
バ
ギ
エ
.
フ

虫

簌

文

献

小

錄

培

六

：號
：

A

H

V



依
ニ
十
二#

.

C

A

Q

O

〕
『

'パ
'サ

エ

フ

說

霖

』

並
：び
に.
バ
ボ
.チ
フ
及
：び.バ
士
汰
フ
.
.主
義
文
锨
小
'錄
 

浓
ー
/ヽ.
M

八
四

物

、
の

持

主

で

あ

.つ

た

;
 

:

(

ニ〕

人
.類
が
未
艱
の
土
地
^

相
集
ふ
や
否
や
、
彼
等
の
中
に
斯
_
、
る
權
利
の
不
平
等
を
»
し
た
も
の
は
來
し
て
何 

で
：あ
る
か
。
彼
等
の
，天
性
め
相
違
め
.た
め
で
.あ
る
承
。
$

县

V

同

1

の
器
官
並
に
同

，
一
の
欲
望
を
持
て
ゐ
•
る
。 

或
者
が
他
者
は
從
酈
せ
し
た
妁
で
あ
名
か
。
併
し
、些
細
な
不
平
の
た
め
^

動
-
も
す
れ
ば
散
逸
し
勝
ち
の
伸
問
を
服 

從
さ
せ
‘る
丈
の
力
あ
る
者
は
誰
.

f

人

符

在

し

な

，が

0
.

た
。
而
も
相
互
扶
助
及
共
.同
好
意
の
利
益
.は
、
總
て
の
人
が
他 

人
の
生
将
柳
を
翁
31
1

す
べ
き
'事
2:

耍
求
ヤ
る
。
彼
等
が
心
他
の
殘
忍
攻
る
が
た
め
で
あ
る
か
。
併
し
、
Rf
j

情
は
彼
等 

の
«

«1

の
跑
接
の
和
*

で
あ
る
、
從
'
て
殘
忍
性
は
|«

だ
、
感
情
の
愤
激
か
ら
の
み
生
れ
る
。
而
ら
^

;!
|
1
棒
及
»

腐
^
 

對
す
る
性
癖
の
た
め
で
あ
る
か
.0

併
し
、恙
別
.を
见
‘
る
事
は
最
も
野
蠻
な
る
人
問
に
収
て
す
ら
杏
艏
の
威
情
で
あ
ク
、
 

嫉
妬
w

il
t

lj
f
c心
の
根
源
で
あ
る
-
、。

-

(

三)

家
族
は
社
舍
の
‘最
籾
の
猶
翌
で
あ
つ
だ
が
、
そ
.
れ
は
.
.叉
.、.
*
に
述
.べ
る
樾
利S

•
最
t

w
ei

な
る
證
據
で
.あ
る
。
 

家
族
‘
の
平
等
は
父
ゆ
慈
愛
^

子
供
^

和
合
並
^

幸
覦
の
奶
保
で
あ
る
。
此
平
等
は
壊
3

れ
た
か
。
茁
惱V

J

嫉
妬V
J

は 

紫
胤
S

暴
力
を
骱
し
た
o

、兩
.親
の
愛
恍
に
至
る
ま
で
總
て
の
_

が
不
公
平
の
怨
を
子
供
^

吹
込
ん
で
し
ま
ぅ
。
そ
し 

て
兩
«

ビ
雖
も
斯
«

な
依
估
最
负
の
事
を
す
れ
ば
家
族
^

危
險
な
感
情
を
微
ら
す
事
必
定
で
.あ
る
。

(

四

)

最

も

嚴

格

な

る

平

等

は

最

初

の

契

約

の

屮
^

規

定

せ

ら

れ

た

に

相

違

な

い

。

何

ど

な

れ

ば

、

當

ゅ
R

到

る

ま 

で

總

ゅ

る

遊
.別

の

敵

で

あ

つ

た

人

麵

が

怎

ぅ

し

て

窮

乏

ビ

卑

賤
w

k

滿
.见

す

る

秦

が

出

來

や

ぅ

か
。

.

(

五

)

斯
る
.
平

等

を

忘

れ

た

た

め
^

人

類

の

問
k

、

:
M 璐

證

：.

#

^

へ̂\
:
:,
;
'ミ
 ̂

_ 

:
.

1

,

-

-:
';
,

,

.

.へ

.
'
-

種

族
.の
«

:
廢

.

竑

カ

、，.
浞

亂
、
' 
戰

爭
.
.,'
■

々

. 

.

ー
.

入

の

取

制

、

他

人

..の

抑

勝
 

.

不
正
を
*

し
*

#

^

ば
¥

v»

間
か
-
か

づ

、て
八
裂
き
し
た
：揚
.何
、-

結
局
之
を
解
鱧
さ

，
せ

t

か

の
:i
!

(Bi

的

、

政

篮

蓝

別

や

仳

人

の

：享#

す

る

事

の

出

來

な

い

潸

侈

や

、

快

樂

を

見

る

事

は

.、
常

に

多

數

の

人

化

取

て

は

茁

惱

及

び

不 

繁
の
識
な
い

«

源

で

あ

：9.
だ

し

今

後

も

を

ぅ

で

あ

ら

ぅ

。
K

落

を

防
r

w

は

少
«

の

賢

人

の

み

の

初

め

.て

能

く

す
 

る

所
.で

あ

る
.。

而
.し
て
.節

制

は

ニ
.度

凡

人

、が

是

に

遠

か
.れ

ば
«

早
_

ふ
«

の

出

來

な
.
い

如

物

で

あ

，气

果
し
て
何
-人
が
自
ら
新
しS

欲
紫
を
作
り
出
し
て
、
沿
己
の
快
樂
R
對
し
て
、
世
人
.の
鋭
ひ
知
ら
ぬ
洗
練
を
施
す 

の
で
あ
る
か
。
質
樸
は
*
単
#
好
さ
れ
ず
、
幸
福
ば
，活
動
的
生
活
並
に
靜
@
な
る
；靈
魂
の
.屮

に

.
亦

在

し

な

く

な

6
、
 

紙

#
€ 
i

が
最
萵
の
此
货
ギ
な
な

、
出
己
の
地
位
.に
¥

る
者
g

て

は

■
誰

一

人

無

く

"
，
總

て

の

A
は
不
平
等
の
た 

め
.
f̂t
舍
k

x
込
む
事
を
.妨
げ
ら
れ
\i:
c
ゐ
る
幸
福
を
徙
ら
，̂'
探
し
\し
.
.ゐ
.る
-0
.

.

.

‘
恙
別
を
設
け
れ
■ば
設
け
る
.程
、
恙
別
を
望
.め
ば
祟
11
:
稃
、
縛
妬V」

食
愁
ビ
が
促
さ
れ
る
？
北
ハ
處
か
ら
多
く
の
無
鐡 

«
な
企
；て
が
生
ま
れ
.る
。
，
:1
:1:ハ
處
•か
.ら
t

金v
j

權
力
.

對̂
-ず
る
«

.く
な
&
.而

：も
難
ハ
惡
的
，な

涡

M
が
生
れ
.る
o

北
ハ
處
か
ら 

佾
惡
、
暴
，カ
行
爲
ハ
数
人
が
.生
れ
る
'。
北
ハ
處
か
ら
征
服
の
精
神
及
び
瓶
業
上
の
嫉
*

り
ぴ
め
.

惹̂
き
旭
さ
れ
た
流
血
.
 

の
翁
^
が
生
れ
る
"
而

し

て

此

，
戰
#

は
不
卓
な
人
«

^
組
炎
、の
«
安
を
す
ら
殆
ん
ざ
與
え
な
い
。
.

斯

る
|3
1
心

想

浞

亂

の

只

，中̂
在

て
.、
、
懦

弱VJ
'

凝

苦
S

が

種

族

の

；
一

部

を

破

壊

し

、

他

'
.の

部

分

を

浚

耗

さ

せ

、
.
纖

セ

输

第
ニ
十±

卷

C

A

O1)
『

バ
、ボ
エ
ン.說
分
析』

並
，び‘
5

ボ
エ
フ
及’び
バ
沢.H

フ
、3*
義
文
献
小•錄，

を
ハ
號

 

八
$



访

二

十

二

卷1
C八
.
0

5

『
*

ハ
^

f
フ
說
分'祈』

並
.び
に
'
パA

、
H

、フ•
及
.び
.バ.
7h
*

H

フ

生

義

文

献

小

錄

第

六

.號

 

'

六

族

を
«

_

す

る

辦

の

出

：
^

な
^

子

、孫
'̂

社

舍
^

造
6

出

す
.;
'
:
0楚

別
.

^
對

ず

る

執
«

か

ら
^

‘
.て

、

こ

の

た

め̂

生

ず
<6 

^

^

及

.¥

卒

を

顧

み

ず-此

鸯

別

を

腺

存-L
て
®

く

た

め

の
.豫
K

m

が

生

れ

る

。

il
b

-m
©

策

は

野

蠻

的

法

律

、

徘

他

的 

.
<£
•

政

府

形

德
.、
宗

敎

的

渉

想
‘及

隸

屬

的

逍

徳

、

換

言

す

れ

ば
‘、

|

方

に

於
1/
>
.て

视

制

，、

他

方

に

於

い

て

抑

歷

域

.
'£

之 

で

あ

る

。
例

し

乍

ら

，[:
1

終
の
.聲
^

全

く

相

へ

る
‘雜

»

出
、來
.
.:9
:

5

。
m

然

は

時

折

、

恩

知

ら

ず

，の
‘
子

供

を
.嚇

す

。

然 

は
激
_怒

じ

て
.人

類

の
®

‘の
&

S

?

し
て
S

/5
-
0
-も

し

て

若

し

向

然

が

入

類

；の

«

利

を

復

活
3

せ

る

事

が
/:
!
! 

來

な

ゾ
©

合
^

は
"

ふ

然

の
.法

を
|«

却

し

た

社

龠

を«

«

し

て
_

的

を

粜

す

の

が

常̂

あ

る

。

.

.|!
|

貨

の
.平

等

が

菩

々

：
の

，器
‘官

並
‘
^

欲

絮

の

平
#

の
結
粜
で
.
あ

る

ど

す
.れ
.ば

、

叉

社
#

的

？
個

人

的

：小
.幸

及

び
Ml
:

#
 

の

破

滅

が

待

人

が
.紙
.兪
.に

加

べ

た

危

，«

の
必
然
.的
^

果
.で
‘
あ

れ

ば

、
斯

谷

平

等

は

，|:
-
.
{然

法

で

ぁ

る

。

第

二

條
：

..
 

.

社
#

の
：！！！的

は
-,:： :

然

狀

態

S

於
.
て

强
者
、

： #

者
.の

た

.
め̂
,]»
<
侵

®
^
れ
た

平

等

を

嫌

譴

し

、
踮

人

の

協

力
R

依

て

共 

词

の

快

樂

を
.增

進

す

る
.

^
在

る
。

'

.

,

.

,'
.

.

-

' 

0
 

, 

^
 

V
, 

, 

-

’

(

フ〕

愛
^

«1
:

會

ゼ

は

契

約
^

依

て

规

笟
.せ

ら

れ

た

紺

合

の
_

で

ぁ
6

而

し

て
4

^

狀

態

？

は

、

人

類

が

法

律

^

服 

從

す

る

以

前
、

必

す

や

生

息

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

つ

た
.偶
.然
•の
而
も
■不

.完

全

な
る

«[
:

會

狀

態

の
_

で

&

る
。

削

條

の

け

で

述

べ

た

樣

な

種
«

の

危

密

が

，[-
:
[然

狀

態
.

^

#
在

し

て

ゐ

た

か

怎

ぅ

か

を
®

に

檢

討

す

る

迄

も

無

く

、 

斯
.る

狀

態

の

不

便
^

鑑

て

人

類

が

法
#

を

造

る
^

到

つ

た

ど

す

れ

ば

、
.
乙

の

法

徘

は

唯

だ

、

平

等

の

破

毀

か

ら

生

れ 

れ

も

の

で

ぁ
:5
.事

は

確

で

ぁ

る

。

何

は

觅

も

あ

れ

、

平

等

の

確

持

は

組

合

の

闯

的

で
‘ぁ

る

。

何

V」

な

れ

ば

結

合

し

た

人
■.頰
は
.

*

.

k侬

て

初

め

て

宰

福

ビ

な

る

亦

が

出

來

る

か

ら

，で

あ

る

。 

.
：
.

(

ニ)

人
颊
は
'力
を
合
せ
て
、
'
 
共
.知
れ
る
.限
？
の
'快
樂
.を
ば
可
及
的
最
.少
の
勞
カ
^
'依
て
，.獲
得
せ
ん
ビ
‘欲
し
て

S

事
は
©
か
.で

あ

る

.

.

拨

て

必

耍

物

が

豐

货

で

ぁ

れ

过

是

等

の

快

樂

は

達

せ

ら

る
 

>

が
此
1

#

⑴
な

る

必
‘耍

物

は

結

合

せ
0

人
々
の
#

働
に 

依

て

獲

得
さ

れ

る

。

而

し

て

此

勞

働

は

公

平

に

總

て

の

人

々

の

卯

に

制

常

ら

れ

て

初

妁

て
#

入

の

負

婚

は

最

少
ビ

な

る
の
で
あ
る
。

,!
.

, 

.

.

.

.

U
然
は
，备
人
^
勞
働「

の
義
務
を
課
す
。
勞
働
を
晃
か
れ
る
者
は
罪
惡
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。

2

〕

勞

働

は

备

人
^

對

す

る

.1
:
|
然

の

命

令

で

あ

る

。

.

.

 

.

(

ィ0

何
S

な
れ
ば
.沙
.漠
.に
狐
‘立
す
る
人
|«
1

は
何
等
か
の
勞
働
を
營
ひ
»

無
く
し
.て
は
生
活
.资
料
を
獲
得
す
る
«
 

は
出
.來
な
；

s

 

か
ら
で
；あ
.る
..。

' '
.,
'

:
_ 

.

.

 

.

 

:

 

、
 

, 

ノ
，

■ 

,

 

_

..

‘

(

T7〕

何V」

な
れ
ば
適
肢
の
勞
働
.が
誘
致
す
る
活
勋
は
、‘
人
問
^

取
6

て
健
版
せ
锻
樂
の
源
衆
で
あ
る
か
ら
で
あ
. 

る

。

0

ー〕

社

兪

は
^

人
.の
，だ

め
^

.
も

將
.又
.個

人
.の

た

め

に

も

此

義

務

を

弱

め

て

は

な

ら

ぬ

。

(

ィ)

何

ど

な

れ

ば

、
社
#

の
*

績

は

？
-
れ
k

懸

て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る

。

(

P)

何

、こ

な

れ

ば

、

總

て

の

人

が

勞

働
k

從

事

し

て

初

め

て

各

人

の

勞

働

の

苦

痛

は

最

も

小
ビ

な

る

か

ら

で

あ

.符

I

十n
#

C

A

O

H

)
『
X

ボH

フ
，説

分

析

智tK
,に
パ
.
.が
.
^
7及
 ̂

笫

六

躺

:A

七
；
'
：
.
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A

o

s

v『
X

ボ
-
H
,フ
說
分.祈』

並
^

.
炫
バ
ず
エ
ー.フ
.及
び
.
パ
、
狀

；
フ
主
難
文
«

小

.«
笫

六

鄉

A

A

.
-..

1
 

V.
:
-
'
I'-、-

:-.. 
. 
.. 

:
♦ 

... 

..... 

. 

>

:..
 
: 

: 

...

N 
- 

■
 

'
 

. 
:
 

. 

.

.
•
:

.

る
。

.

- 

.

— 

•

第
四
'修

：

勞
慟
.

.?
;

承
，

.^

.は

.仆M
:

で
な
け
れ
ば
.な
：：̂
巧 

.

0

印

即
ち
各
人
は
等
分
の
.勞
働
を
i

し
、
其
報
酬
$

し
て
#

借
：
. ^

莩
樂
を
受
‘く
.、、へ-
き

；で
.あ
.
る
o
'

此
®

則
の
，正
常
な
る
次
®

は
前
述
绾一

條
绾
三
條
の
證
叨
^

依
て
明
か
で
あ
る
。
而
ら
ば
共
同
勞
働
の
意
味
如
何
。
 

M

て
の
|[
3

&

か
ほ

L

の
職
業
.に
.従
«

す
る
の
意
^

で
あ
る
.か
っ
否
、
'
 

其

逾

味

は

：
、
細

全

な

•者

が

一.
人
で
も
遊
ぶ
#

. ̂

無
い
様
it
.
、
各
穂
の
勞
働
を
分E

,

す
る
.事
.
、.
.
'努
働
者
の
數
.が
.增
加
す
れ
ば
、■
個
人
の
勞
苏
が
減
少
す
る
晶
時
^

*
 

#

の
充
溢
が
保
®

^

れ
る
事
、
各
人
は
勞
働
の
代
う
^

國
家
か
ら
、
出
然
的
欲
紫
並
R

誰
で
も
滿
见
で
き
る
少
數
の 

人

エ

：
的

欲

：
？
忘

充

见

：
手

-
段

を

，受

：
取

る

.事
即
ち
之
：で
.あ
る
。

：
.•:

人
或
は
反
‘
^

j

る
で
あ
ら
う
l^
i/
I
J
V
J天
才
の
果
K

た
る
產
業
の
■鹿
物
は
怎
う
な
る
で
あ
う
か
、V

J
O

器
し
之
(<
: 

對
し
て
他
の
.稀
類
の
努
働
以
上
の
報
酬
を
與
ベ
な
け
れ
ば
、
全
く
消
滅
し
て
其
結
*
社
舍
が
姐
播
を
藥
る
處
は
な
い 

で
ヰ
.ら
う
力
マ」

，
狗
た
-
る
.就
^

で
、あ
る
M
か
。
;7
I
rl

々
が
常
fc

天

才

の

努

力，̂
威

謝

し

て

ゐ

る

の

は

勝

利

を

愛

好

す

る

た
 

め
で
あ
.0

て
、.
決
し
.て
.常

を

做

緯

せ

：

.る
た
、め
で
は
，な
い
o

幾
瓦
^
,
.の
.
贫
» 1
4,

る
兵
士
.，達
は
，
一；人
の
殘
忍
な
る
上
^
め 

^

&

,

^泰
仕
す
5

の
名
#

の
た
め
^

常
に
死
の
.熾
牲
を
拂
つ
'
て
ゐ
る
。
否
人
は
.、
人
間
の
心
の
上
に
幸
福
の
感
情
"

•
-4

尊
a
'
.ic
«

缺
.
«
並
^
£
賢
ゅ
な
る
方
策
の
历
動
カ
ど
‘し
て
.做
べ
不
ni

心
議
a

或
る
も
の
を
疑
ふ
で
あ
ら
う
か
。
加
之
. 

再
々
■が
.幸
に
し
ン
し
平
等
な
る
法
律
の
.下
‘に
生
沾
す
る
事
が
出
來
.，れ
ば
.、
何
で
、
«
.
術
の
絢
煳
ミ
衮
侈
の
虛
箔
あ
る
を

聚

め

や
ぅ
ぞ

。
 

，

.翁

五

條
.
.
.
. 

.

-

■ 

.

.

. 

.

.

.

.

凡

を
.抑

脈

は
.、
«:
•#

の

一

部

が
.勞

侧

の

：
網

乏

の

た

於^

困
«

'
し
て
ゐ
る
：の
.ic

、

他
の
-
一

剖

が

何

等

の

勞
#

5:
®

ひ

.

事

無

ぐ

し

て

潸

侈

三

味

代

耽

る

場

合

次

發

生

す

る

。 

.

.

戰
 

W

'
 

. 

•

(

一)

.不
平
等
ヾ」

抑
M

は
同
^

,
で

あ

る

.
。

抑
®

す
る
，«

が

法
#

を

潰

す
l
nr
j

で

あ

れ

ば

、

不

平

等

の

た

め

^

悄

み

を

货 

は
^

;
れ

る

考
‘は

抑

勝
^

れ

て
^

る
，の

で

あ

る

。

何
.

V
J
.

な

れ

政

、

不
‘平
等
.は

甶

然
.法

を

傷

け

る

：
も

の.で

-^
る

か

ら

で

あ
 

る

。.‘此

，
：
：
1
然
'法
^

*|

し
，そ

人

問
.(
7
)
法

雜

を
*1

立
^

す
»

は

木

合
8

で
.あ

る
：
。

：

.

(

ニ)

抑

滕
7」

は

他

人

の

能

カ

を.制

眼

し

游

く

從

共

の‘苦

權

を

增

加

す

る

事

の

謂

で

あ

る
'0

即

ち

不

平

等

が

他

人

の 

.莩
樂

を
.減
.少

し

、
共

義

務

を

10
;
か

ら

し

め

て

ゐ

る

の

は

丁

度

之
^

常

る

。 

. 

第
*

條
 

• 

V
 

.

.哬
A

も
.
.罪

：部

を

：犯

す

事

無

ぐ

し

：
て
，地

.上

.

.及

產

業

の
#

貨

を
»

6

で
.私

翁

す

る
.事

は

出

來

な

S

。

.

,

广

.

說

如

及

證
!]
)
]
• 

•

'

不

本

等

の

股

因

が

，此

排

他

的

所

蔣

杈

外

な

.ら

ざ
:5
.事

を

證

明

す

れ
«'
'

、-;
私
の
も
の
’汝
の
も
'の
‘の
差
別
を
作
6
出
し
.
 

た

人

々

の

罪

惡

は

，：
！

H.

ら
證
明
r
sれ
る
で
あ
ら
ぅ
,：

-;
,
':
.

 

i

土

地

が

分
«

3

れ

た

瞬

間

か

ら

排

他

的

な

财
«

«

が

發

生

し

た

。

共

れ

，、

-M
來

各

人

は

^
:
.
分

が

偶

然

手

に

入

れ

た

土
 

地

や

其

靨

む
.產

業

か

ら
#

た

總
.て
.の
收
#

物

の

絕

：對

购

支

*

者

ゼ

咎

つ

た
.°-

第••： 一.

十
-*
s
.
:

 

r

八
0
五〕

『

バ
か
ェ
，フ̂

^
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並
び
に
‘
、パ̂
ェ
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及
び
バ
ボ
工
7

生
蕤
文
^
小
錄 

0
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浓

ニ

十

二

泡

C

八
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六
.

)
『
X

ボ
-エ■
フ
說
分
析』

並
び
：に
バ
ボ
ヱ
7

及
：，び
.パ
がH

フ
主
義
女
献
小
鉻 

第
六
械 

九
0

.

.最
- ^

必
耍
な
技
.術
^

身

を

凌

ね

て

居

た

人

々

は

、

伺

時

^
、
耕

作

の

暇

を

持

た

な

か

つ

た

の

で

、

土

地

を

所

有

す 

る

事

が

全

く
㈩

來

な

ぐ

な

つ

た

も
の

，ぐj

考

へ

も

れ
'
る

。
斯

様

に
し

て

一
部
の
も
の
は
依
然
ぐ」

し

て

生
®

R

必
毁
な
る 

物

を

所

耵

し

て

，ゐ
.る
.
の
夂
、

他

の

ー

部

は

唯

だ

彼

等
^

對

し

て

支

拂

は

れ

る

赁

銀

を

受

取

る

權

利

を

布

し

て

ゐ

る
^
 

す
ぎ
な
ヾ
い
。
然

:L

乍
.ら
‘、
.此

變

化

は

何

ほ

賃

鈒

勞

働

者

の

歟

が

土

地

所

有

漭

の

數

火

及

ば

な

か

つ

た

時

代

は

”

莩

樂 

の

分

配

.̂

何

等

の

濟

し

い

影

響

を

與

へ

な

か

つ

た

。
然

し

乍

ら

、
S

然

の
W

變

や

一

方

の

節

儉
、
技

能

"

他

方

の

浪
 

费
、，
無
能
ビ

が
#

俟

て

十

地

の

領

有

が

少

数

の

家
.族

の

手
^

歸

す

る

ゃ

否

ゃ

、
R

飯

勞

働

游

の

*

は

土

地

所

有

者

の 

數

ょ
6

も

迤

か
.

^
多

歎
7」

な
6

、

地

主
^

從

服

す

る
^

到

つ

た

。

地

主

は

豪

者

を
.誇

て

、
貨

銀

努

働
^

を

極

め

て
ft 

笨

：な

生

活

漱

態̂

陷

ら

し

あ

た。

；
. 

•

.

斯
の
如
诌
取
命
か
ら
®
:

j

條
火
述
べた

-
#

不
..平
等
-の
：
不

幸

な

結

果

が

興

つ

た

.の

で

，あ

る'0
_
爾
來
吾
.々

は
怠
惰
荠 

力
^
ろ
し
き
ィ
IL
R
^*
.て
-
.

dfi

低

r
乏
>の
^:
荷

^

?

^
め̂
、る
勞
0

^
の
汗
^

^

食̂
し
て
^
る
の
を
見
.
る

_
,
'
五
ロ

 々

社
.常
者
が
國
家
を
占
領
し
、
支
*
港
.

V
J

し
.て
、
.網
ー
之
の
，
た
’め
^

«
立

、
ぢ-、
無
知
2
,の
た
.め
，̂

卑
め
ら
れ
、
宗
敎
，の
た

.め 

k
欺
瞞
^
れ
た
贫
闲
界
，̂
-暴
虑
な
る)

法
祁
を
發
布
し
た
-の
を
知
て
ゐ
る
。

X

詩
ビ

刺

展

せ

は
T

,
4等

の

結

娘

で.あ

る

、

を

し

て

不

平

等

は
19

產

の

站

果

で

あ
'6

。

從

て
1H
*

產

は
Ml

:
舍

の

最

大 

の
災
禍
.で

あ

る

。

そ

れ

は

眞

の

社

會

的

罪
.避

で

あ

る

。 

、

人

或

は

！i

ふ

、

财

產

は

之

を

保

護

哕

る

，̂

め
^

組
«

さ
‘れ
.龙

社

會
^

先

在

す

る

權

利

で

あ

，る

ど

。
然

し

乍

ら

、
奥 

約

が

勞
«

$

ー*

赏

を
:̂

ハ
所
有
者
^

保

證

す

る

以

前
^

、

怎

ぅ

し

て

斯

、
る

權

利

觀

念

が
#

在

す

る

で

あ

ら

ぅ

か

。

十
： 

•#

が

總

ゆ

る
t

t
會

的

感

情

を

破

被

す

る

制

度

に

、
共
起
源
を
負
ふ
ぐ」

い
ふ
#,

が

怎

う

し

.て
あ
6

得

る

で

あ

ら

う

か

。

勤

勉
R

へ
し
て
筒
儉
を
行
ふ
人
が
.裕

济

の

報

酬

を

受

け

怠

情
.者

が

贫

闳

の

则

调

を

受

け
_
る

の

は

常

—
前

の

事

で

ば

な 

い

か

V
J

言

ふ

勿

れ

。

活
'励

的

な

人

が

國

家

の
.義

務

を

履

行

し

た

場

合

に
|̂

家

か

ら

出

來

限
6

.
の

報

酬

を

受

け

る

の

は
. 

勿

論

常

然

の
«

で
あ
^

。

彼
：が
社
#

的

感
_

に
，報

ひ

ら

る

、

事

も

常
6

前

の

事

で
&

る

。

然

し

乍

ら

彼

は

:|
:
1ハ
で
に 

嚷

て

、
恰
%

:

.一
典
士
：が
"

切

氣
‘
^

依

て

，|:
|
.
國

を

奴
.隸

狀

德
.

^
陷
.る

る

權

利

を

得

る

事

が
.出
.來

な

い

ビ

均

し

く

、
’向
8
 

を

荼

帮

す

る

の

權

利

を

獾

得

す

る

事

は

出

來

泫

い

の

だ
。

：

--
.

:
:

勿
論
、
n

分
め
不
#

持
^

結
果
、
不
幸
^

陷
つ
て
ゐ
.る
恶
人
兑
決
し
て
少
く
は
な
い
が
併
し
不
幸
な
る
人
が
總
て 

^

锻
敗
に
»

書
る
も

の
.，で
あ
‘る
ヾ」

言
：ふ
.の
.
.は
見
常
'違
ひ
で
あ
.：る
。.
多
數
.の
農
業
勞
働
者
や
2:
場
勞
働
者
は
少
し
も
仳 

人
の
.
同
愦
も
受
け
ず
^
、

「

パ
ン
ビ

水
;̂
^

‘
生
活
し
て
ゐ
，る
.が
，
此

れ

は
.何
れ
.も
皆
、
破
廉
恥
，な
.遊
®

兒
が
道
.義
を
辨
-へ. 

な
い
父
の
遺
產
を
资
樂
^

浪
数
す
る
た
め
で
あ
6

又
1,1:
:

)

®
. *
^ -

の
敷
^

家
か
^

^*

や
•

y
.h
l

v

J

Ali
^

il
r

H

L

て
I

V
の 

た
ぅ
に
、
怠
慢
な
革
染
主
義
.者

，に

ァ

ラ

ビ

ャ

產

の

#

料
や
フ
：ァ
ー
ズ
，の
.鳥
を
潇
ら
す
た
め
で
あ
る
。
縱
令
勿
何
な
る 

rl
*
,
t
gで7

P
、

若
し
社
會
制
度
の
た
め
に
惡
習
、
痴
行
R
.
陷
る
W

M

く
し
て
、
果
し
て
I

m

y

J成

つ

.た

で

あ

ら

ぅ

か
 

1 5

し
て
5 1
4

の
«1
:

#

制
度
は
彼
等
の
:1
»

«

の
成
.長
.を
促
じ
.乍
ら
、
:[
:
!
;ハ
結
果
を
懲
ら
し
て
ぬ
石
の
'た
.

第

七
.條

：
;,
,

|;
'

\

 

.

眞
疋
の
M

#

k

.於

.
い
^

は
、，.
常
者
も
贫
者
，吃
#

在
す
..ベ
.&
.で
.は
.無

い

.？

、

：

 

■

第

八

條.
_

'

' 

‘

贫

濟
.の

た

め
^

進

ん

で

餘

财

を

棄

て

ざ

る

常

者

は

阈

段

の

敵
.で

あ

る

。

第

九

條

v

 

. 

■
:

「

、
‘
.

依
二
十一 .

一

泡

(

八
〇
七)

『
X

ボ
工
フ
說
分.

析』

並
び
に
パ
ボ
エ
フ
及
び
パ
ボ
エ
フ
生
義
文
献
小
錄
浓
六
號 

九
一



•

t

J

i

i
 

i 

0 

c
<
〇
. 

A)
『

パ
ボ
工
7

歌
分
析
策
び
、に
パ

S

フ
及
ザ
パ、
水H

.

フ
、義
文
献
小
.錄

第
六

號

、
一一

何

人

ビ

雕

も

微

を

蒂

稻

す

る
^

際

し

て

他

人

の

幸

福
^

必

耍

な

る

敎

育

を

欹

ふ

事

は

出

來

な

い

。
敎

宵

は

共

近

で 

な

け

れ

ば

な
‘ら

な

い
。

.

;

.

.

:

0
. 

W

 

: 

.

C

 

i 

)

.社
»

^

.
は
.
-'
^

#

考

か
&
 

.殺

.て

の

善
|%
,

^
る
市
民
“

'#
:要

な

る

知

識

收
#

の

可

能

性
^

へ

も

奪

ふ

。

(

ニ)

廣

娶

敎

W
は
f

‘

泛

は

.必
：君

無

5

が
、
嵐

，

％

狡

梁

人

別

ゃ

諶

物

諭

の

®
綴

ら

f

様

な

敎

祢

を

授

，
け

る

«

が

必

與

で

あ

，る

,.
0

»

段

は

岛
1

0
の
«

利

ゼ

義

搽

ミ

を
#

知

す

る

事
2:

要

す

る

。

第

十

條
- 

、
'

邛

命

の

洱

的

は

木

本

等

を

猶

滅

じ

て

、

共

同

の

幸

福

を

巩

述

す

る

^

^

’る

。
 

.

•
.
.
.

證
' 

明

.

.

.

.
：

,

‘ 

.
' 

.

:

■

 

:
■

.
誠
®

の
•士
な
ら
ば
如
何
に
し
て
、
.，li
*
J
胞
.

M

s

:不
幸
^

し
.、-
:必
ザ
‘治
被
等
の
.

^

^

辟

す

る

劝

以

外

何

等

m
i

的

を

布

せ

ぬ

政

抬

取

命

の

混

亂
-S

災

禍
^

k

ir
i

j
胞

を

藥

ね

んVJ
.

欲

す

る

で
•あ

ら

ぅ

か
o

f
 

新

の

好

機

を

巧

に
«

む
»

は

決

し
\し
*

能

有

蹲

め

政

治

家

の

末
^

で
-
は

な

ぃ

。

.

第

十

.

I 

_

'■
:

.

:.
;

;■
、

,

#
命

は
'終

つ

て

は
^

な

い

。
侗

；、>
な
&

’、
：
济

者

は

總
-̂

の
-
財

貨

を

悉

く

輝

斷

し

、

而

；し
.
.て
.
.，

獨
6

.
、
：
和

令

し

て. 

ゐ
る
，̂
:
反

し

贫

者

は
«

0'

奴

綠

の

如

く

勞

役

し

、
g

s

に

恶

し

み

ノ

國

家
^
■
何
の
.發

言

權

を

持

た
.な

い

か

ら

■で

あ

第
十
二
條
：

,
!

.
1

七
九
三
年
，の
滋
法
は
«
蘭
丽
國
段
の
眞
正
の
法
律
で
あ
-5
.

。
何
ビ
な
れ
ば
_
民
が
‘之
を
兆
嚴
に
飱
訊
し
だ
か
ら
’，
' 

rn
J
V
J
.
な
れ
ば
、
»
民

-©
;
議
#
が
之
を
變
11
.す
る
桃
利
を
^
し
5

:

.̂0
:^
.ヵ

ら

で

あ

る

祁

ビ
./I
f
ば

之

を

變

]£
1
 

る
：た
^

此
«

.法

の

货

施

を

,®
求
し
た
國
民
を
射
殺
し
た
か
ち
で
あ
今
。
-
何
€
次
れ
ば
國
K

»

«會
が
‘、
其
責
務
上
此 

«
へ
法
を
'機
|1
し

、
拎

代

饑

士

を

驅

逐

し

JI
つ
'殺
戮
し
た
か
-レ
^
あ
る
。
何
6
な
.れ
ば
‘、
ii
l

K

R對
す
る
恐
怖
ど
亡
命
者 

の
影
縣V

3

が
一
七
九
五
^
-の
逾
&-
の
制
定
.奴
に
北
ハ
.假
6
の
.比

贤

與

て

ヵ

ぎ

た

が

ら

で

あ

る

>
.一
仙
し
て
.
一

七

九

五 

卬
の
$
法
の
.獲
得
し
た
黑
數
は
-
1七
九
兰
年
の
愈
法
の
場
合
に
'
.比
す
れ
.ば
.其
.四
'分

0
.,.ー
 

ズ

あ

名

.
。

何

ビ

な

れ

は

一

七
 

九
三
#

の
进
法
は
、
法
微
に
，同
意
.5:
'
與
へ
、
政
_

^
行
使
し
、
集
#
し
'、
.
.必
娈
な
4
 VJ

考
べ
る
も
の
を
粟
求
し
、
敎 

育
を
受
け
‘、
饿
死
を
免
か
6

、
等
め
各
市
民
め
不
可
讓
的
•權
利
を
承
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。
而
も
^
等
り
權
利
は
一
. 

匕
儿
並
免
の
反
革
命
‘的
.法
#
-に
.侬
沁
公
然
ビ
而
も
全
く
胄
漬
せ
ら
れ
た
.も
の
で
.あ
务
。

.

.第

十
}ii

條

.

總

て

の

市

段

ぼ

、

：

一
七
九
三
华
の
*

法

に

於
^

:
て

國
R

の

意

思

ミ

宰

福
(£
:

を

恢
&

し

、
擁

趣

す

る

；の

義

務

が

あ

る

。

'

第

十

四

條
 

S

;

V
.

七

九

五
.
#
•の

通

法

ょ

ゲ

出

ず
.る
總
.

v

の

權

利

は
.違
：‘法
に
.し

て

反
^

命

的

で
.‘あ

る

。

第
+

五

條

ノ
■:
;

'
 

.

.

一

七

九

三

半

の

遨

法

に

手

を

下

せ

し

者

は

國

民

に

對

し

て

、

大

逆

罪

を

犯

す

者

‘で
あ
る

(

三)

バ

ボ

エ

フ

及

び

バ

浓

エ

フ

主

義

文

献

十

八

世

紀

佛

蘭

西
«:
#

粗

學

者

中

殊
.に
バ
ボ
エ
フ

.

R

®

.深
^

^

.
影

響

を

與
.へ
：し

も

の

は

.
M
o
r
e
u
y

甜

び
k

J
.

 

j
-

依

ニ

十

二

卷

f

八
〇
九)

『

♦ハ
ボ
ヱ
ン
說
分
-̂』

51
f
eび
に
_パ允エフ及びバ水本フ主

^

文
談
小
錄

#;
•六

親

九

」

ご

i
i



S

1
十

二

卷

(

八
\
1ン9

『

ベ
ボ
本
_ノ
說
分
析

』

並

び
5

.

沢H

ク
及
ぴ.

バ

ボ

工

フ

虫

義

文

献

小

錄

第

六

姨

，レ

^

R
S
S
I
U
.

0

1

で
t

o

彼

，は

ル

ツ.ォ
：

k

.

傾

倒

す

る

へ

の

餘

^

^

獄

の

「

エ

.
ミ

ィ

ル」

を

，範

？

し

て

子

女

を

養

育

し

た
 

V」

言

は

れ

て

ゐ

る.
。M

o
r
e
l
r
y

の

.

.
，
；

C
e
d
e

 .
d
e
'
i
a
.

 

N
-
a
t
u
s
:
は

：； V
:

ギ

H

フ
の
M

想

的

根

源

を

な

す

も

.の

で

必

讀

を

製

,
...
..

•, 

.
 
-
 

:

*.
:
s -
 

、
 
>
 

. 

.
.
.

 

,
*..
>.-

 

. 

-

! 

‘ 
•

•

’

 
、
.

.

.

.

 

.
.
.

バ

ン
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 .

 

.

.

.

,

ノ
-

エ
プ
技
ぷ
ノ
ヮ
马
仍
は
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